
 

 

平成２６年度事業計画 

 

 

Ⅰ．国立歴史民俗博物館の事業への支援 

 

１．調査研究活動等の援助 

（１）委任経理金の支出 

 

２．広報普及活動の支援 

（１）ボランティア活動の支援 

（２）歴博映画の会開催の協力（年３回実施） 

 

 

 

Ⅱ．歴史民俗関係の図書等の出版 

 

１．歴博総合展示案内の発行・頒布 

 

   ２．歴博企画展図録の発行・頒布 

（１）「弥生ってなに！？」  

（会期：７月１５日（火）～９月１５日（月祝）） 

  

（２）「文字がつなぐ―古代の日本列島と朝鮮半島」 

       （会期：１０月１５日（火）～１２月１４日（日））  

 

   （３）「大ニセモノ博覧会―ホンモノって何？」 

       （会期：３月１０日（火）～５月６日（水振））     

 

         

   ３．歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布 

・ 年６回（隔月）発行 各１，０００部 

 

４．国立歴史民俗博物館研究報告の発行・頒布 

・ １８７集～１９５集 （通常号２本×１００部、特集号７本×２００部） 

 

５．国立歴史民俗博物館資料目録等の発行・頒布 



 

 

    ・資料図録 １００冊 

     

    

   ６．歴博ブックレットの発行・頒布（２本刊行予定） 

    

   

 

Ⅲ．ミュージアムショップの事業 

 

１．商品の仕入れ・販売 

 

２．教材等の開発・頒布 

 

３．全国の博物館図録の相互販売（２月２８日現在：１３３館１００４種類） 

 

 

Ⅳ．友の会事業の実施 

 

  

   １．「友の会ニュース」の編集・発行・配布（年６回・隔月） 

    （維持会員・普通会員には、歴史系総合誌「歴博」を同封発送） 

    「友の会カレンダー」の編集・発行・配布（年２回） 

 

２．友の会講座 

（１）古文書講座       入門      前期のみ１０回（新設） 

               初級     通年 月２回 計２０回 

中級     通年 月２回 計２０回  

（２）歴史学講座   ４～６月   月１回 計３回 講師：歴博教員 

（３）情報資料学講座 ７～９月   月１回 計３回 講師：歴博教員 

（４）考古学講座   １０～１２月 月１回 計３回 講師：歴博教員 

（５）民俗学講座   １～３月   月１回 計３回 講師：歴博教員 

 

   

３．友の会講演会  

（１）館長特別講演会 年１回 

 

４．見学会（会員による会員のための見学会） 年７回 



 

 

 （１）４月  江戸グルメ 浅草・向島 

（２）６月  川崎宿、古墳 

   （３）７月  茨城方面 常陸風土記（１泊） 

   （４）９月  松戸、流山 水戸街道 

   （５）１１月 小原宿 甲州街道 

   （６）１月  博物館初詣（水道歴史館、印刷歴史館） 

   （７）３月  城下町岩槻 

 

５．歴史の旅（歴博教員引率による２泊３日の旅） 年１回 

  未定  

 

６．歴博映画の会 年３回 

※国立歴史民俗博物館主催・友の会協力事業 

 

７．自主学習会 

   （１）中級古文書学習会       年１２回 

   （２）近現代史読書会        年１２回 

   （３）近世史読書会         年１２回 

   （４）古代の東国探訪学習会     年１２回  

   （５）旅と街道学習会        年１２回 

   （６）日本の民俗を訪ねる学習会   年１２回 

   （７）総合展示物学習会       年１２回 

   （８）日本の原始・古代を考える   年１２回（新設） 

 

   

８．観桜茶会 

    ４月５日（土） 佐倉市茶の湯の会共催 

 

   

   

    


